
Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 77,222 40,286 27,986 30,000 合計 27,985,589 円
工事請負費 25,033,050 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 補償、補填及び賠
償金 2,952,539 円

一般財源 77,222 40,286 27,986 30,000

職員人件費　② 4,666 3,891 2,104 2,198

総事業費（①＋②） 81,888 44,177 30,090 32,198

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

６

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 産業振

度

興

基本施策 農業
施策体

　

系
施策の内容 生産基盤

刈

の強化

目
　
　
　
的

　排

谷

水路の整備を行い、排

市

水能力の向上を図

主
た

事

る
内
容

　施設改修及び

務

施設改良工事
るととも

事

に、農道舗装を施工し

業

、営農の促進
と集出荷

評

時の安全確保を図る。

価

位
置
づ
け

関連計画  

根

シ

拠法令  

対象者 農業従

ー

事者 事業期間 ～

実施方

ト

法 □直営　■委託　□

（

指定管理　□補助・助

様

成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　

部

事
　
業
　
実
　
績

２３年

経

度実績 ２４年度実績 ２

済

５年度実績 ２６年度計

環

画

農道舗装工事　　 

境

 1,078㎡ 農道舗

部

装工事　　　   3

一

57㎡ 農道舗装工事　

般

　　1,069㎡ 農道

会

舗装工事　　642㎡

計

排水路改良工事  　

農

　312ｍ 排水路改良

業

工事　　   399

用

ｍ 排水路改良工事　　

施

64ｍ 排水路改良工事

設

　520ｍ
ため池施設

整

整備工事　1箇所 ため

備

池施設整備工事　 1

事

箇所 排水樋門改修工事

業

　1箇所
　　　　　　

担

　　　 　　　　　　　

当

　

　農道、排水路等の

課

農業用施設の整備、改

土

修を行うことで、施設

地

機能が向上し、湛水被

改

害の軽減や通行の安全

良

を確保する

成果 ことが

事

できた。また、ため池

業

に休憩施設を整備し、

室

市民の憩いの場を提供

款

することができた。

(

項

できたこと)

 
課題

(

目

できなか 

 ったこと

担

)

指標名称（単位）
実

当

績値 目標値

２３年度 ２

係

４年度 ２５年度 ２６年

工

度 ２８年度

活動 排水路

務

改良工事（井ヶ谷地区

係

）の進捗率（％） 77

6

.1 100.0 ―
指標

1

 
指標

 
他市との
比較

5

検証



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　地区長及び維持管理組合長から

平

の要望により実施して

成

お
・法的業務

高い
り、

２

施設機能の向上、維持

６

管理面からも必要な事

年

業である
必要性 ・市民

度

ニーズ、社会需要 。
・

　

市民生活上必要である

刈

　など

　工事の発注に

谷

際し、コストの縮減を

市

行った。
・コストの節

事

減、費用対効果
普通効

務

率性 ・執行体制の効率

事

性
・手段の最適性　な

業

ど

　施設管理者として

評

市が主体となって実施

価

する事業である
・市が

シ

主体となって実施する

ー

普通
。総合計画におい

ト

ても農業生産基盤の強

（

化やため池の水辺
妥当

様

性 　べき事業であるか

式

空間の利用を行ううえ

２

で、実施すべき施策の

）

内容と位置づ
・総合計

会

画との整合性　など け

計

されている。

　排水路

名

や農道の改修を行った

担

ことで、生産基盤が強

当

化さ

施策への ・施策へ

部

の貢献度
高い

れ、安定

経

した営農が期待できる

済

。また、ため池に休憩

環

施設
・目標達成度 を整

境

備し、憩いの場として

部

市民に利用されている

一

。
貢献度 ・市民サービ

般

スへの効果　など

今後

会

の方向性 □拡充　■現

計

状維持　□改善・効率

農

化　□縮小　□終期設

業

定　□休止・廃止

　今

用

後も農業用施設の整備

施

、改修を行い、農業生

設

産の安定化を図ってい

整

く。

備事業

Ｃ
 
　

担

Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ

当

 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

課 土地改良事業室

款 項 目 担当係 工務係

6 1 5



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,556 6,879 2,275 0 合計 2,275,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 2,275,000 円

一般財源 5,556 6,879 2,275 0

職員人件費　② 1,795 1,415 1,052 0

総事業費（①＋②） 7,351 8,294 3,327 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

県営特定農業用管水路等特別対策事業（金

山地区）

平成２

Ｐ
　

６

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

　

野 産業振興

基本施策 農

刈

業
施策体系

施策の内容

谷

生産基盤の強化

目
　
　

市

　
的

　金山揚水土地改

事

良区内において、老朽

務

化し

主
た
る
内
容

対象地

事

区　金山揚水土地改良

業

区内
た用水管等を石綿

評

障害予防規則に基づき

価

布設 　受益面積　71

シ

.9ha
替えを行い、

ー

石綿に起因する影響を

ト

未然に防 （刈谷:31

（

.7ha 豊田:37

様

.2ha 知立:3.

式

0ha)
止する。 　改

１

修延長　10.633

）

km
　事業主体　愛知

会

県
　事業費負担割合　

計

国:50％　県:36

名

％　　　
　　　　　 

担

 　　　市:12％　

当

改良区:2％

位
置
づ
け

部

関連計画  

根拠法令 石

経

綿障害予防規則

対象者

済

農業従事者 事業期間 平

環

成１９年度 ～ 平成２５

境

年度

実施方法 □直営　

部

■委託　□指定管理　

一

□補助・助成　□その

般

他

会計 担当課 土地改

Ｂ
　
事
　
業
　
実

良

　
績

２３年度実績 ２４

事

年度実績 ２５年度実績

業

２６年度計画

実施設計

室

負担金　1式 工事負担

款

金　1式 工事負担金　

項

1式 　
工事負担金　1

目

式 （石綿管改修工　2

担

,702ｍ） （舗装復

当

旧工　3,718㎡）

係

　
（石綿管改修工　2

指

,084ｍ） 　
　
　　

導

　―――――――

　老

係

朽化したパイプライン

6

の布設替えを行うこと

1

により、優良農地の保

5

持と維持管理が図られる。

成果

(できたこと)

 
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 事業の進捗率（％） 64.1 91.1 100.0 ― ―
指標
活動 石綿管残存率（％） 25.4 0.0 0.0 ― ―
指標

 
他市との
比較検証



（金

山地区）

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　

平

老朽化した用水管等を

成

石綿障害予防規則に基

２

づき、布設
・法的業務

６

普通
替えを行うために

年

必要な事業である。
必

度

要性 ・市民ニーズ、社

　

会需要
・市民生活上必

刈

要である　など

　石綿

谷

に起因する影響を未然

市

に防ぐことができる。

事

・コストの節減、費用

務

対効果
普通効率性 ・執

事

行体制の効率性
・手段

業

の最適性　など

　安全

評

で安心な農産物の供給

価

を図るために老朽化し

シ

た用水
・市が主体とな

ー

って実施する
普通

管を

ト

更新することから市が

（

関与する必要がある。

様

妥当性 　べき事業であ

式

るか
・総合計画との整

２

合性　など

　石綿に起

）

因する影響等を排除し

会

、安全で安心な農産物

計

の

施策への ・施策への

名

貢献度
普通

供給に貢献

担

している。
・目標達成

当

度
貢献度 ・市民サービ

部

スへの効果　など

今後

経

の方向性 □拡充　□現

済

状維持　□改善・効率

環

化　□縮小　□終期設

境

定　□休止・廃止

　全

部

ての石綿管の布設替え

一

が完了した。

般会計 担

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

当

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

課

価
　
∨

土地改良事業室

款 項 目 担当係 指導係

6 1 5

県営特定農業用管水路等特別対策事業



6

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

1

ス
　
ト

単位：千円
２３

5

年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,504 7,628 5,124 3,024 合計 5,123,890 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 5,123,890 円

一般財源 1,504 7,628 5,124 3,024

職員人件費　② 1,795 1,415 1,052 1,832

総事業費（①＋②） 3,299 9,043 6,176 4,856

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

６

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 都市環

　

境

基本施策 河川・池沼

刈

施策体系
施策の内容 水

谷

辺空間の利用

目
　
　
　

市

的

　農業用水再編対策

事

事業として改修した用

務

水

主
た
る
内
容

　中井筋

事

地区の農業用水再編対

業

策事業として
路の環境

評

保全及び親水機能の整

価

備を行い、農 改修した

シ

用水路の上部利用に伴

ー

う環境整備を
村空間の

ト

形成と質的向上を図る

（

。 行う。
　全体計画
　

様

整備延長　　12.1

式

4km
　事業主体　　

１

愛知県　
　事業費負担

）

割合　国:50％　県

会

:25％　　
　　　　

計

　　　　　市:25％

名

位
置
づ
け

関連計画  

根

担

拠法令 土地改良法

対象

当

者 対象者を限定せず 事

部

業期間 平成１９年度 ～

経

平成３０年度

実施方法

済

□直営　■委託　□指

環

定管理　□補助・助成

境

　□その他

部

一般会計
県営地

Ｂ
　
事

域

　
業
　
実
　
績

２３年度

用

実績 ２４年度実績 ２５

水

年度実績 ２６年度計画

環

工事負担金　1式 工事

境

負担金　1式 工事負担

整

金　1式 工事負担金　

備

1式
（整備延長　45

事

2ｍ） （整備延長　3

業

,498ｍ） （整備延

（

長　1,313ｍ） （

中

整備延長　540ｍ）

井

　用水路の上部利用に

筋

伴う環境整備を行い、

地

農村環境の質的向上が

区

図られる。

成果

(でき

）

たこと)

課題

(できな

担

か 

 ったこと)

指標

当

名称（単位）
実績値 目

課

標値

２３年度 ２４年度

土

２５年度 ２６年度 ２８

地

年度

活動 事業の整備率

改

（％） 24.7 53.

良

2 63.9 68.3 9

事

6.7
指標
活動 事業の

業

進捗率（％） ― 34.

室

3 47.3 53.7 ―

款

指標
 

他市との
比較検

項

証

目 担当係 指導係



1 5

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　管路化さ

平

れた用水路の上部を有

成

効活用（遊歩道整備）

２

す
・法的業務

普通
るた

６

めに必要な事業である

年

。
必要性 ・市民ニーズ

度

、社会需要
・市民生活

　

上必要である　など

　

刈

管路化された用水路の

谷

上部を整備することで

市

、人の動線
・コストの

事

節減、費用対効果
普通

務

が生まれ、農村地域の

事

水辺空間の質の向上が

業

図られる。
効率性 ・執

評

行体制の効率性
・手段

価

の最適性　など

　明治

シ

用水の上部利用を図る

ー

ことは、農業水利施設

ト

の維持
・市が主体とな

（

って実施する
普通

管理

様

体制の構築につながり

式

、市が関与する必要が

２

ある。
妥当性 　べき事

）

業であるか
・総合計画

会

との整合性　など

　農

計

村環境と調和した水辺

名

空間を利用した憩いの

担

場づくり

施策への ・施

当

策への貢献度
普通

に貢

部

献している。
・目標達

経

成度
貢献度 ・市民サー

済

ビスへの効果　など

今

環

後の方向性 □拡充　■

境

現状維持　□改善・効

部

率化　□縮小　□終期

一

設定　□休止・廃止

　

般

今後も県営事業により

会

、他市にまたがって流

計

れる明治用水の管路化

県

された上部を有効利用

営

することで、近隣市町

地

が
遊歩道で結ばれ、農

域

村地域の水辺空間に憩

用

いの場が創出される。

水環境整

Ｃ
 
　
Ｈ
 

備

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

事

∧
　
評
　
価
　
∨

業（中井筋地区）
担当課 土地改良事業室

款 項 目 担当係 指導係

6



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 7,068 4,283 2,356 0 合計 2,356,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 2,356,000 円

一般財源 7,068 4,283 2,356 0

職員人件費　② 1,795 1,415 1,052 0

総事業費（①＋②） 8,863 5,698 3,408 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

県営特定農業用管水路等特別対策事業（東

境・西岡地区）

平成２６

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

　

計画
分野 産業振興

基本

刈

施策 農業
施策体系

施策

谷

の内容 生産基盤の強化

市

目
　
　
　
的

　愛知用水

事

東境管理区内において

務

、老朽化し

主
た
る
内
容

事

対象地域　愛知用水東

業

境管理区内
た用水管等

評

を石綿障害予防規則に

価

基づき布設 　受益面積

シ

　24.4ha
替えを

ー

行い、石綿に起因する

ト

影響を未然に防 （刈谷

（

市:22.0ha、豊

様

田市:2.4ha）
止

式

する。 　改修延長　3

１

.9km
　事業主体　

）

愛知県
　事業費負担割

会

合　国:50％　県:

計

36％　　　
　　　　

名

　　　　　市:12％

担

　改良区:2％

位
置
づ

当

け

関連計画  

根拠法令

部

石綿障害予防規則

対象

経

者 農業従事者 事業期間

済

平成２１年度 ～ 平成２

環

５年度

実施方法 □直営

境

　■委託　□指定管理

部

　□補助・助成　□そ

一

の他

般会計 担当課 土地

Ｂ
　
事
　
業
　

改

実
　
績

２３年度実績 ２

良

４年度実績 ２５年度実

事

績 ２６年度計画

実施設

業

計負担金　1式 工事負

室

担金　1式 工事負担金

款

　1式 　
工事負担金　

項

1式 （石綿管改修工　

目

1,671ｍ） （舗装

担

復旧工　4,812㎡

当

） 　
（石綿管改修工　

係

2,229ｍ） 　
　
　

指

　　―――――――

　

導

老朽化したパイプライ

係

ンの布設替えを行うこ

6

とにより、優良農地の

1

保持と維持管理が図ら

5

れる。

成果

(できたこと)

 
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 事業の進捗率（％） 65.3 87.7 100.0 ― ―
指標
活動 石綿管残存率（％） 42.8 0.0 0.0 ― ―
指標

 
他市との
比較検証



（東

境・西岡地区）

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の

平

理由

　老朽化した用水

成

管等を、石綿障害予防

２

規則に基づき布設
・法

６

的業務
普通

替えを行う

年

ために必要な事業であ

度

る。
必要性 ・市民ニー

　

ズ、社会需要
・市民生

刈

活上必要である　など

谷

　石綿に起因する影響

市

を未然に防ぐことがで

事

きる。
・コストの節減

務

、費用対効果
普通効率

事

性 ・執行体制の効率性

業

・手段の最適性　など

評

　安全で安心な農産物

価

の供給を図るために老

シ

朽化した用水
・市が主

ー

体となって実施する
普

ト

通
管を更新することか

（

ら市が関与する必要が

様

ある。
妥当性 　べき事

式

業であるか
・総合計画

２

との整合性　など

　石

）

綿の起因する影響を排

会

除し、安全で安心な農

計

産物の供

施策への ・施

名

策への貢献度
普通

給に

担

貢献している。
・目標

当

達成度
貢献度 ・市民サ

部

ービスへの効果　など

経

今後の方向性 □拡充　

済

□現状維持　□改善・

環

効率化　□縮小　□終

境

期設定　□休止・廃止

部

　全ての石綿管の布設

一

替えが完了した。

般会計 担

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

当

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

課

評
　
価
　
∨

土地改良事業室

款 項 目 担当係 指導係

6 1 5

県営特定農業用管水路等特別対策事業



6 1

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

5

　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 66,902 35,913 9,140 0 合計 9,139,625 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 9,139,625 円

一般財源 66,902 35,913 9,140 0

職員人件費　② 1,795 1,415 2,104 0

総事業費（①＋②） 68,697 37,328 11,244 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

６

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 産業振

　

興

基本施策 農業
施策体

刈

系
施策の内容 生産基盤

谷

の強化

目
　
　
　
的

　管

市

路化された明治用水中

事

井筋地区の用悪水

主
た

務

る
内
容

　かんがい排水

事

能力を15㎥／s（最

業

下流部）に
路を幹線排

評

水路として改良するこ

価

とにより排 向上させる

シ

。
水能力の向上を図る

ー

。 　全体計画
　整備延

ト

長　排水路工Ｌ=4,

（

363ｍ
　事業主体　

様

明治用水土地改良区
　

式

（工事施行　愛知県）

１

　県営農業用水再編対

）

策事業負担区分　　　

会

　　国:50％、県：

計

25％、市：25％

位

名

置
づ
け

関連計画  

根拠

担

法令  

対象者 農業従事

当

者 事業期間 平成１２年

部

度 ～ 平成２７年度

実施

経

方法 □直営　■委託　

済

□指定管理　□補助・

環

助成　□その他

境部

一般会計
県営

Ｂ

農

　
事
　
業
　
実
　
績

２３

業

年度実績 ２４年度実績

用

２５年度実績 ２６年度

水

計画

工事負担金　1式

再

工事負担金　1式 工事

編

負担金　1式 工事負担

対

金　1式
（排水路工 

策

 672ｍ） （排水路

事

工   281ｍ） （

業

排水路工   39ｍ

（

） （排水路工　110

中

ｍ）
　
※事業統合によ

井

り「県営農業
　用水再

筋

編対策事業」にて実
　

地

施

　既設用悪水路を幹

区

線排水路として更新を

）

行うことで排水能力の

担

向上が図られ、当該地

当

区の浸水被害を防ぐ。

課

成果

(できたこと)

 

土

課題

(できなか 

 っ

地

たこと)

指標名称（単

改

位）
実績値 目標値

２３

良

年度 ２４年度 ２５年度

事

２６年度 ２８年度

活動

業

事業の整備率（％） 6

室

5.3 71.7 72.

款

6 75.2 ―
指標

 
指

項

標
 

他市との
比較検証

目 担当係 指導係



1 5

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　明治用水

平

中井筋地区の浸水被害

成

を軽減するため、必要

２

な
・法的業務

高い
事業

６

である。
必要性 ・市民

年

ニーズ、社会需要
・市

度

民生活上必要である　

　

など

　明治用水の管路

刈

化完了により、既設用

谷

悪水路敷地を活用
・コ

市

ストの節減、費用対効

事

果
普通

して幹線排水路

務

に改良している。
効率

事

性 ・執行体制の効率性

業

・手段の最適性　など

評

　明治用水中井筋地区

価

上流部の都市化の進展

シ

により、浸水
・市が主

ー

体となって実施する
普

ト

通
被害を軽減すること

（

は重要であり市が関与

様

する必要がある
妥当性

式

　べき事業であるか 。

２

・総合計画との整合性

）

　など

　排水能力の向

会

上を図るとともに、水

計

辺空間を利用した自

施

名

策への ・施策への貢献

担

度
普通

然とのふれあい

当

場づくりに貢献してい

部

る。
・目標達成度

貢献

経

度 ・市民サービスへの

済

効果　など

今後の方向

環

性 □拡充　■現状維持

境

　□改善・効率化　□

部

縮小　□終期設定　□

一

休止・廃止

　今後も県

般

営事業により、明治用

会

水中井筋地区全線の排

計

水能力の向上を図ると

県

ともに良好な水辺空間

営

を創出する。

農業用水

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

再

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

編

価
　
∨

対策事業（中井筋地区）
担当課 土地改良事業室

款 項 目 担当係 指導係

6



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 32,982 29,798 28,200 0 合計 28,199,927 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 28,199,927 円

一般財源 32,982 29,798 28,200 0

職員人件費　② 1,795 1,415 1,052 0

総事業費（①＋②） 34,777 31,213 29,252 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

県営農業用水再編対策事業（中井筋依佐美

地区）

平成２

Ｐ
　
　

６

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

　

産業振興

基本施策 農業

刈

施策体系
施策の内容 生

谷

産基盤の強化

目
　
　
　

市

的

　管路化された明治

事

用水中井筋依佐美地区

務

の

主
た
る
内
容

　かんが

事

い排水能力を15㎥／

業

s（最下流部）に
用悪

評

水路を幹線排水路とし

価

て改良することに 向上

シ

させる。　
より排水能

ー

力の向上を図る。 　全

ト

体計画
　実施内容　排

（

水路工　Ｌ=4,65

様

4ｍ
　事業主体　明治

式

用水土地改良区
 　(

１

工事施行　愛知県）　

）

　
　県営農業用水再編

会

対策事業負担区分　　

計

　
　　国:50％、県

名

：25％、市：25％

担

位
置
づ
け

関連計画  

根

当

拠法令  

対象者 農業従

部

事者 事業期間 平成１３

経

年度 ～ 平成２８年度

実

済

施方法 □直営　■委託

環

　□指定管理　□補助

境

・助成　□その他

部

一般会計 担当課 土

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

地

３年度実績 ２４年度実

改

績 ２５年度実績 ２６年

良

度計画

工事負担金　1

事

式 工事負担金　1式 工

業

事負担金　1式 工事負

室

担金　1式
（排水路工

款

   521ｍ） （排

項

水路工   430ｍ

目

） （排水路工   3

担

87ｍ） （排水路工　

当

　410ｍ）
　
※事業

係

統合により「県営農業

指

　用水再編対策事業」

導

にて実
　施

　既設用悪

係

水路を幹線排水路とし

6

て更新を行い、排水能

1

力の向上を図り当該地

5

区の浸水被害を防ぐ。

成果

(できたこと)

 
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 事業の進捗率（％） 57.5 66.8 75.1 83.9 100
指標

 
指標

 
他市との
比較検証



佐美

地区）

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　管

平

路化された用水路の上

成

部を有効活用（遊歩道

２

整備）す
・法的業務

高

６

い
るために必要な事業

年

である。
必要性 ・市民

度

ニーズ、社会需要
・市

　

民生活上必要である　

刈

など

　管路化された用

谷

水路の上部を整備する

市

ことで、人の動線
・コ

事

ストの節減、費用対効

務

果
普通

が生まれ、農村

事

地域の生活空間の向上

業

が図られる。
効率性 ・

評

執行体制の効率性
・手

価

段の最適性　など

　明

シ

治用水中井筋依佐美地

ー

区上流部の都市化の進

ト

展により
・市が主体と

（

なって実施する
普通

、

様

浸水被害を軽減するこ

式

とは重要であり、市が

２

関与する必
妥当性 　べ

）

き事業であるか 要があ

会

る。
・総合計画との整

計

合性　など

　農村環境

名

と調和した水辺空間を

担

利用したいこいの場づ

当

く

施策への ・施策への

部

貢献度
普通

りに貢献し

経

ている。
・目標達成度

済

貢献度 ・市民サービス

環

への効果　など

今後の

境

方向性 □拡充　■現状

部

維持　□改善・効率化

一

　□縮小　□終期設定

般

　□休止・廃止

　今後

会

も県営事業により、明

計

治用水中井筋依佐美地

担

区全線の排水能力の向

当

上を図るとともに良好

課

な水辺空間を創出す
る

土

。

地改良

Ｃ
 
　
Ｈ

事

 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 

業

　
∧
　
評
　
価
　
∨

室

款 項 目 担当係 指導係

6 1 5

県営農業用水再編対策事業（中井筋依



6

0 合計 210,000

1

 円
負担金、補助及び

5

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 210,000 円

一般財源 0 210 210 0

職員人件費　② 0 707 701 0

総事業費（①＋②） 0 917 911 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

６

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 産業振

　

興

基本施策 農業
施策体

刈

系
施策の内容 農業振興

谷

の推進

目
　
　
　
的

　農

市

地及び土地改良施設は

事

農業生産に大きな

主
た

務

る
内
容

　愛知県土地改

事

良事業団体連合会が整

業

備した
役割を果たすと

評

ともに地域にとっても

価

重要な 水土里情報を利

シ

活用し、刈谷土地改良

ー

区によ
ものであり、そ

ト

れらの施設情報の効率

（

的な利 る適正な管理の

様

実施、計画的な整備補

式

修の確
用と業務遂行の

１

円滑化を図る。 立及び

）

担い手への農地の利用

会

集積等多様な取
り組み

計

の推進及び効率化を図

名

る。

位
置
づ
け

関連計画

担

根拠法令

対象者 農業従

当

事者 事業期間 平成２４

部

年度 ～

実施方法 □直営

経

　□委託　□指定管理

済

　■補助・助成　□そ

環

の他

境部

一般会計
刈谷

Ｂ
　
事
　
業
　

土

実
　
績

２３年度実績 ２

地

４年度実績 ２５年度実

改

績 ２６年度計画

　　　

良

水土里情報利活用補助

区

金 水土里情報利活用補

水

助金 一般事務事業へ統

土

合
　　　 水土里情報利

里

活用補助金
　
　
　　　

情

―――――――

　土地

報

改良施設情報の利活用

利

による業務の円滑化及

活

び効率化と、耕作放棄

用

地に対応した農地の利

補

用集積の推進が図られ

助

る

成果

(できたこと)

事

課題

(できなか 

 っ

業

たこと)

指標名称（単

担

位）
実績値 目標値

２３

当

年度 ２４年度 ２５年度

課

２６年度 ２８年度

指標

土

指標

他市との
比較検証

地改良事業室

款 項 目

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

担

　
ト

単位：千円
２３年

当

度 ２４年度 ２５年度 ２

係

６年度 ２５年度

（決算

工

） （決算） （決算） （

務

予算） 事業費内訳

事業

係

費　① 0 210 210



,805 6,939 7,027 8,012 合計 7,026,525 円
需用費 928,166 円

財
　
源

特定財源 959 128 141 4,075 役務費 577,338 円
委託料 4,787,108 円

一般財源 5,846 6,811 6,886 3,937 原材料費 733,913 円

職員人件費　② 3,589 3,183 2,104 2,565

総事業費（①＋②） 10,394 10,122 9,131 10,577

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 行政財産目的外使用料
河川占用料

２７年度以降の事業費見込 0 施設賠償責任保険金収入
取水堰維持管理費負担金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

６

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 産業

度

振興

基本施策 農業
施策

　

体系
施策の内容 農業振

刈

興の推進

目
　
　
　
的

農

谷

業用施設の適切な維持

市

管理を行い、農業生

主

事

た
る
内
容

排水路や取水

務

堰等の適切な維持管理

事

、点検を
産の安定化を

業

図る。 行う。

位
置
づ
け

評

関連計画  

根拠法令  

価

対象者 農業従事者 事業

シ

期間 ～

実施方法 □直営

ー

　■委託　□指定管理

ト

　□補助・助成　□そ

（

の他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　

当

実
　
績

２３年度実績 ２

部

４年度実績 ２５年度実

経

績 ２６年度計画

取水堰

済

点検　　　　2箇所 取

環

水堰点検　　　　2箇

境

所 取水堰点検　　　　

部

2箇所 取水堰点検　　

一

　　2箇所
水路清掃　

般

　　　　9箇所 水路清

会

掃　　　　 10箇所

計

水路清掃　　　　 1

農

2箇所 水路清掃　　　

業

　　1式
除草委託　　

用

　 　15箇所 除草委

施

託　　　　 16箇所

設

除草委託　　　　 1

等

2箇所 除草委託　　　

管

　　1式
せせらぎ清掃

理

委託　12回　　

　取

事

水堰の点検やため池堤

業

防の除草等施設の適正

担

な管理を行い、安定し

当

た農業用水の確保、害

課

虫発生の抑制により、

土

農業

成果 生産の安定化

地

を図ることができた。

改

(できたこと)

課題

(

良

できなか 

 ったこと

事

)

指標名称（単位）
実

業

績値 目標値

２３年度 ２

室

４年度 ２５年度 ２６年

款

度 ２８年度

活動 点検回

項

数（ヶ所／年） 2 2 2

目

2 2
指標

 
指標

 
他市

担

との
比較検証

当係 工務係

6 1 5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6



0 5,988 5,959 6,000

職員人件費　② 1,795 1,768 2,104 2,565

総事業費（①＋②） 7,435 7,756 8,063 8,565

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

６

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 産業

度

振興

基本施策 農業
施策

　

体系
施策の内容 農業振

刈

興の推進

目
　
　
　
的

一

谷

般家庭等の汚水及び土

市

砂等の流入により排

主

事

た
る
内
容

排水路浚渫工

務

事
水能力が低下してい

事

る排水路の浚渫を行い

業

、
機能回復を図る。

位

評

置
づ
け

関連計画  

根拠

価

法令  

対象者 農業従事

シ

者 事業期間 ～

実施方法

ー

□直営　■委託　□指

ト

定管理　□補助・助成

（

　□その他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事

当

　
業
　
実
　
績

２３年度

部

実績 ２４年度実績 ２５

経

年度実績 ２６年度計画

済

排水路浚渫工事 排水路

環

浚渫工事 排水路浚渫工

境

事 排水路浚渫工事
　　

部

焼田地区始め11箇所

一

　　東境地区始め　9

般

箇所 　　井ヶ谷地区始

会

め　9箇所
取水口浚渫

計

工事 取水口浚渫工事
　

農

　今川今岡地区　2箇

業

所 　　今川今岡地区　

用

　1箇所

　排水路に堆

施

積している汚泥や土砂

設

の浚渫を行い、排水能

等

力と衛生面の改善及び

補

水路機能を保持するこ

修

とができた。

成果

(で

事

きたこと)

 
課題

(で

業

きなか 

 ったこと)

担

指標名称（単位）
実績

当

値 目標値

２３年度 ２４

課

年度 ２５年度 ２６年度

土

２８年度

活動 排水路浚

地

渫工事（箇所） 11 1

改

1 10 ― ―
指標

 
指標

良

 
他市との
比較検証

事業室

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

工

ト

単位：千円
２３年度

務

２４年度 ２５年度 ２６

係

年度 ２５年度

（決算）

6

（決算） （決算） （予

1

算） 事業費内訳

事業費

5

　① 5,640 5,988 5,959 6,000 合計 5,958,750 円
工事請負費 5,958,750 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 5,64



0 0 0 0

一般財源 600 531 454 0

職員人件費　② 718 1,061 701 0

総事業費（①＋②） 1,318 1,592 1,155 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

６

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 都市環境

基本施策 市

　

街地・住環境
施策体系

刈

施策の内容 まちなみ・

谷

景観の充実

目
　
　
　
的

市

　明治用水西井筋上部

事

に設置された親水、景

務

主
た
る
内
容

　せせらぎ

事

清掃6箇所
観保全等の

業

施設の適切な維持管理

評

を行い、周 　　
辺住民

価

の農業水利施設に対す

シ

る意識高揚と快 　刈谷

ー

プラザホテル南・あづ

ト

ま南・アピタ刈
適な生

（

活空間を確保する。 谷

様

店北・日本生命東・市

式

民交流センター南・
寿

１

公園南

位
置
づ
け

関連計

）

画  

根拠法令  

対象者

会

市民 事業期間 ～

実施方

計

法 □直営　■委託　□

名

指定管理　□補助・助

担

成　□その他

当部 経済環境部

一

Ｂ
　

般

事
　
業
　
実
　
績

２３年

会

度実績 ２４年度実績 ２

計

５年度実績 ２６年度計

明

画

せせらぎ清掃委託　

治

12回 せせらぎ清掃委

用

託　12回 せせらぎ清

水

掃委託　12回 農業用

西

施設等管理事業へ統合

井

せせらぎ清掃委託　1

筋

2回

 親水施設の清掃

上

により景観意識の普及

部

や啓蒙に努め、安全で

管

快適な住環境を維持管

理

理された。

成果

(でき

事

たこと)

課題

(できな

業

か 

 ったこと)

指標

担

名称（単位）
実績値 目

当

標値

２３年度 ２４年度

課

２５年度 ２６年度 ２８

土

年度

活動 清掃回数（回

地

／年） 12 12 12 1

改

2 12
指標

 
指標

 
他

良

市との
比較検証

事業室

款 項 目 担当

Ｃ
　

係

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

指

位：千円
２３年度 ２４

導

年度 ２５年度 ２６年度

係

２５年度

（決算） （決

6

算） （決算） （予算）

1

事業費内訳

事業費　①

5

600 531 454 0 合計 454,269 円
委託料 454,269 円

財
　
源

特定財源



値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 事業の進捗率（共同活動、継続）（％） ― 20.0 40.0 60.0 100.0
指標
活動 事業の進捗率（向上活動）（％） 20.0 40.0 60.0 80.0 ―
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 12,956 12,830 11,279 15,542 合計 11,279,000 円
委託料 1,890,000 円

財
　
源

特定財源 152 100 100 100 負担金、補助及び
交付金 9,389,000 円

一般財源 12,804 12,730 11,179 15,442

職員人件費　② 4,666 4,244 5,611 6,595

総事業費（①＋②） 17,622 17,074 16,890 22,137

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 農地・水保全管理支払推進交
付金

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

６

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

産業振興

基本施策 農業

　

施策体系
施策の内容 農

刈

業振興の推進

目
　
　
　

谷

的

地域住民が農業者と

市

一緒になって、活動組

事

織

主
た
る
内
容

　実施地

務

区（共同活動）537

事

ha（9地区）
が行う

業

農業水利施設等の維持

評

・保全活動や関 　　井

価

ヶ谷、東境、西境、一

シ

里山、今岡、
連する環

ー

境保全活動を行い、営

ト

農活動の一体 　　泉田

（

、小山、元刈谷、小垣

様

江地区
的な支援によっ

式

て、農地・水・農村環

１

境の良 　実施地区（向

）

上活動）436ha（

会

7地区）
好な保全と質

計

的向上を図る。 　　井

名

ヶ谷、東境、西境、一

担

里山、今岡、
　　元刈

当

谷、小垣江地区
　
　　

部

　　
　　補助率　国(

経

50％）県(25％）

済

市(25％）

位
置
づ
け

環

関連計画  

根拠法令  

境

対象者 農業従事者 事業

部

期間 平成２３年度 ～ 平

一

成２８年度

実施方法 ■

般

直営　■委託　□指定

会

管理　□補助・助成　

計

■その他

農地環境保全活動

Ｂ
　
事
　

支

業
　
実
　
績

２３年度実

援

績 ２４年度実績 ２５年

事

度実績 ２６年度計画

実

業

施地区(共同活動)　

担

556ha 実施地区（

当

共同活動）538ha

課

実施地区（共同活動）

土

538ha 実施地区（

地

共同活動）537ha

改

      9地区 　

良

　　9地区 　　　9地

事

区 　　　9地区
実施地

業

区(向上活動)　39

室

7ha 実施地区（向上

款

活動）437ha 実施

項

地区（向上活動）43

目

7ha 実施地区（向上

担

活動）436ha
　　

当

　6地区 　　　7地区

係

　　　7地区 　　　7

指

地区

　農業従事者と地

導

域住民が一緒になって

係

活動し、地域の農村環

6

境の保全が図れた。

成

1

果

(できたこと)

　農

5

業従事者の高齢化が進み、また、後継者が育っていない。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績



6

職員人件費　② 2,512 2,476 2,104 2,198

総事業費（①＋②） 12,936 5,385 6,325 9,338

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 土地改良事業費補助金

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

６

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 産業

度

振興

基本施策 農業
施策

　

体系
施策の内容 生産基

刈

盤の強化

目
　
　
　
的

農

谷

業用施設の整備を実施

市

して、排水能力の向

主

事

た
る
内
容

かんがい排水

務

事業（排水路改修工事

事

）　　   
上と維持

業

管理の軽減を図る。 　

評

県補助金　60％（市

価

：一般財源40％）

位

シ

置
づ
け

関連計画  

根拠

ー

法令 愛知県補助金等交

ト

付規則第3条

対象者 農

（

業従事者 事業期間 ～

実

様

施方法 □直営　■委託

式

　□指定管理　□補助

１

・助成　□その他

）

会計名 担当部 経済

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

環

３年度実績 ２４年度実

境

績 ２５年度実績 ２６年

部

度計画

排水路改良工事

一

　　　276m 排水路

般

改良工事　　　543

会

m 排水路改良工事　6

計

65m 排水路改良工事

県

　　 　　東境地区はじ

費

め2地区

　県費補助を

補

活用し、排水路の改良

助

工事を行うことで、排

土

水能力が向上し、泥上

地

げ等の管理作業が軽減

改

された。

成果

(できた

良

こと)

 
課題

(できな

事

か 

 ったこと)

指標

業

名称（単位）
実績値 目

担

標値

２３年度 ２４年度

当

２５年度 ２６年度 ２８

課

年度

 
指標

 
指標

 
他

土

市との
比較検証

地改良事業室

款 項

Ｃ
　

目

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

担

位：千円
２３年度 ２４

当

年度 ２５年度 ２６年度

係

２５年度

（決算） （決

工

算） （決算） （予算）

務

事業費内訳

事業費　①

係

10,424 2,90

6

9 4,221 7,14

1

0 合計 4,221,0

5

00 円
工事請負費 4,221,000 円

財
　
源

特定財源 5,970 1,744 2,531 4,284

一般財源 4,454 1,165 1,690 2,85



0 0

一般財源 17,937 14,878 14,808 15,000

職員人件費　② 2,154 2,122 2,104 2,565

総事業費（①＋②） 20,091 17,000 16,912 17,565

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

６

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 産業振興

度

基本施策 農業
施策体系

　

施策の内容 生産基盤の

刈

強化

目
　
　
　
的

農業用

谷

施設の整備を実施して

市

、耕作機械及び

主
た
る

事

内
容

農道整備及びかん

務

がい排水を施行して農

事

業用
集出荷時の通行の

業

安全を図るとともに、

評

排水 施設の整備を図る

価

。　　　　　　　　　

シ

　　
能力の向上と維持

ー

管理の削減を図る。 　

ト

　　　　　　　　　　

（

　

位
置
づ
け

関連計画  

様

根拠法令  

対象者 農業

式

従事者 事業期間 ～

実施

１

方法 ■直営　■委託　

）

□指定管理　□補助・

会

助成　□その他

計名 担当部 経済環

Ｂ

境

　
事
　
業
　
実
　
績

２３

部

年度実績 ２４年度実績

一

２５年度実績 ２６年度

般

計画

泉田地区他 東境地

会

区他 井ヶ谷地区他 井ヶ

計

谷地区他
農道舗装工事

単

始め25箇所 農道改良

独

工事始め17箇所 農道

土

改良工事始め21箇所

地

農道舗装工事他

　地元

改

要望に基づき農業用施

良

設の改良、維持補修を

事

行い、農業施設の機能

業

確保を行った。

成果

(

担

できたこと)

 予算内

当

で全ての要望に対応が

課

出来ない状況にある。

土

課題

(できなか 

 っ

地

たこと)

指標名称（単

改

位）
実績値 目標値

２３

良

年度 ２４年度 ２５年度

事

２６年度 ２８年度

 
指

業

標
 

指標
 

他市との
比

室

較検証

款 項 目 担当係 工務

Ｃ
　
事
　
業
　

係

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

6

２３年度 ２４年度 ２５

1

年度 ２６年度 ２５年度

5

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 17,937 14,878 14,808 15,000 合計 14,808,150 円
工事請負費 14,808,150 円

財
　
源

特定財源 0 0



5

850 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 343,850 円

一般財源 1,655 1,233 344 0

職員人件費　② 1,436 1,415 2,104 0

総事業費（①＋②） 3,091 2,648 2,448 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

６

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 産業振興

基

　

本施策 農業
施策体系

施

刈

策の内容 農業振興の推

谷

進

目
　
　
　
的

刈谷土地

市

改良区が施行する土地

事

改良事業の一

主
た
る
内

務

容

事業費に対しての補

事

助をする。
部を補助し

業

、地元負担の軽減を図

評

る。 　　井ヶ谷用水ポ

価

ンプ取替工　1基
　　

シ

半城土地区可動堰修繕

ー

　　1式

位
置
づ
け

関連

ト

計画

根拠法令

対象者 農

（

業従事者 事業期間 ～

実

様

施方法 □直営　■委託

式

　□指定管理　□補助

１

・助成　□その他

）

会計名 担当部 経済

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

環

３年度実績 ２４年度実

境

績 ２５年度実績 ２６年

部

度計画

南池取水設備測

一

量設計業務委 井ヶ谷地

般

区用水ポンプ取替工 井

会

ヶ谷地区用水ポンプ取

計

替工 　
託　　　　　　

農

　　　　1式 事　　　

業

　　　　　　　1基 事

土

　　　　　　　　　　

木

1基 　
井ヶ谷地区用水

負

ポンプ取替工 泉田地区

担

用水ポンプ取替工事 沼

事

田池斜樋取替工事　1

業

式 　
事　　　　　　　

（

　　　1基 　　　　　

刈

　　　　　　1基 　
泉

谷

田地区用水ポンプ取替

土

工事 東境地区南池取水

地

工事　1式 　　　――

改

―――――
　　　　　

良

　　　　　　1基

成果

区

(できたこと)

課題

(

）

できなか 

 ったこと

担

)

指標名称（単位）
実

当

績値 目標値

２３年度 ２

課

４年度 ２５年度 ２６年

土

度 ２８年度

指標

指標

他

地

市との
比較検証

改良事業室

款 項 目

Ｃ
　

担

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

当

位：千円
２３年度 ２４

係

年度 ２５年度 ２６年度

工

２５年度

（決算） （決

務

算） （決算） （予算）

係

事業費内訳

事業費　①

6

1,655 1,233

1

344 0 合計 343,



6

位：千円
２３年度 ２４

1

年度 ２５年度 ２６年度

5

２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 9,707 8,796 8,878 7,720 合計 8,877,791 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 8,877,791 円

一般財源 9,707 8,796 8,878 7,720

職員人件費　② 1,795 1,415 701 1,099

総事業費（①＋②） 11,502 10,211 9,579 8,819

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

６

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 産業振

　

興

基本施策 農業
施策体

刈

系
施策の内容 農業振興

谷

の推進

目
　
　
　
的

明治

市

用水土地改良区が施行

事

する土地改良事業

主
た

務

る
内
容

明治用水の管水

事

路修繕及び環境用水対

業

策及び
の一部を補助し

評

、地元負担の軽減を図

価

るため 維持管理費を負

シ

担する。
。又、水源で

ー

あるかん養林の助成及

ト

び環境用 ・水源かん養

（

林事業の助成
水対策金

様

を負担する。 ・環境用

式

水対策負担金
・管水路

１

修繕工事負担金

位
置
づ

）

け

関連計画  

根拠法令

会

 

対象者 農業従事者 事

計

業期間 ～

実施方法 □直

名

営　■委託　□指定管

担

理　■補助・助成　□

当

その他

部 経済環境部

一般

Ｂ
　
事
　
業

会

　
実
　
績

２３年度実績

計

２４年度実績 ２５年度

農

実績 ２６年度計画

水源

業

かん養林事業負担金 水

土

源かん養林事業負担金

木

水源かん養林事業負担

負

金 水源かん養林事業負

担

担金
環境用水対策負担

事

金 環境用水対策負担金

業

環境用水対策負担金 環

（

境用水対策負担金
管水

明

路修繕工事負担金 管水

治

路修繕工事負担金 管水

用

路修繕工事負担金 管水

水

路修繕工事負担金
土地

土

改良施設維持管理適正

地

化 土地改良施設維持管

改

理適正化
事業負担金 事

良

業負担金

　明治用水土

区

地改良区が施行する土

）

地改良事業の一部を負

担

担することにより、安

当

定した農業生産が実施

課

できる。

成果

(できた

土

こと)

 
課題

(できな

地

か 

 ったこと)

指標

改

名称（単位）
実績値 目

良

標値

２３年度 ２４年度

事

２５年度 ２６年度 ２８

業

年度

 
指標

 
指標

 
他

室

市との
比較検証

款 項 目 担当係 指導

Ｃ
　

係

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単



5

単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

６

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 産業振興

基

　

本施策 農業
施策体系

施

刈

策の内容 農業振興の推

谷

進

目
　
　
　
的

刈谷土地

市

改良区が施行する土地

事

改良事業費の

主
た
る
内

務

容

事業費350万円を

事

上限とし60％を補助

業

する。
一部を補助し、

評

地元負担の軽減を図る

価

。

位
置
づ
け

関連計画  

シ

根拠法令  

対象者 農業

ー

従事者 事業期間 ～

実施

ト

方法 □直営　■委託　

（

□指定管理　■補助・

様

助成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ

部

　
事
　
業
　
実
　
績

２３

経

年度実績 ２４年度実績

済

２５年度実績 ２６年度

環

計画

用水路修繕工事　

境

　　5件 用水管修繕工

部

事始め　　5件 用水管

一

修繕工事始め　9件 用

般

水管修繕工事　1式

　

会

用水管修繕工事等を施

計

工し、農業経営の合理

農

化及び施設維持管理を

業

図った。

成果

(できた

土

こと)

 
課題

(できな

木

か 

 ったこと)

指標

補

名称（単位）
実績値 目

助

標値

２３年度 ２４年度

事

２５年度 ２６年度 ２８

業

年度

指標

指標
 

他市と

（

の
比較検証

刈谷土地改良区）

Ｃ
　
事
　

担

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

当

千円
２３年度 ２４年度

課

２５年度 ２６年度 ２５

土

年度

（決算） （決算）

地

（決算） （予算） 事業

改

費内訳

事業費　① 1,

良

128 524 1,58

事

8 2,100 合計 1,

業

587,600 円
負

室

担金、補助及び

財
　
源

款

特定財源 0 0 0 0 交付

項

金 1,587,600

目

 円

一般財源 1,12

担

8 524 1,588 2

当

,100

職員人件費　

係

② 1,795 1,41

工

5 1,753 2,56

務

5

総事業費（①＋②）

係

2,923 1,939

6

3,341 4,665

1

建
設
事
業

全体事業費（



6

,078,263 円

1

負担金、補助及び

財
　

5

源

特定財源 0 0 0 0 交付金 4,078,263 円

一般財源 4,412 6,187 4,078 3,081

職員人件費　② 2,154 1,768 1,753 1,466

総事業費（①＋②） 6,566 7,955 5,831 4,547

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

６

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 産業振

　

興

基本施策 農業
施策体

刈

系
施策の内容 農業振興

谷

の推進

目
　
　
　
的

金山

市

揚水土地改良区が施行

事

する土地改良事業

主
た

務

る
内
容

改良区の維持修

事

繕に対して事業費15

業

0万円の60
の一部を

評

補助し地元負担の軽減

価

を図る。 ％（90万円

シ

)を上限として補助す

ー

る。また、県
営事業等

ト

による用排水路改修に

（

対して、市負
担分を補

様

助する。

位
置
づ
け

関連

式

計画  

根拠法令  

対象

１

者 農業従事者 事業期間

）

～

実施方法 □直営　■

会

委託　□指定管理　■

計

補助・助成　□その他

名 担当部 経済環境部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

一

績

２３年度実績 ２４年

般

度実績 ２５年度実績 ２

会

６年度計画

用水管補修

計

工事　　　2件 用水管

農

修繕工事　　　3件 用

業

水管入替工事　　　2

土

件 用水管補修工事他
用

木

水管改良工事　　　1

補

件 用水路修繕工事　　

助

　1件 排水路改修工事

事

　　　1件
排水路補修

業

工事　　　2件 用水管

（

入替工事　　　3件 排

金

水路法面補修工事　1

山

件
排水路改修工事　　

揚

　1件

　排水路の改修

水

工事を施工し、農業施

土

設の維持管理を図った

地

。

成果

(できたこと)

改

 
課題

(できなか 

 

良

ったこと)

指標名称（

区

単位）
実績値 目標値

２

）

３年度 ２４年度 ２５年

担

度 ２６年度 ２８年度

 

当

指標
 

指標
 

他市との

課

比較検証

土地改良事業室

款

Ｃ
　
事
　
業

項

　
コ
　
ス
　
ト

単位：千

目

円
２３年度 ２４年度 ２

担

５年度 ２６年度 ２５年

当

度

（決算） （決算） （

係

決算） （予算） 事業費

工

内訳

事業費　① 4,4

務

12 6,187 4,0

係

78 3,081 合計 4


